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立
花
区

・
立
花
台
区

ｏ
星

和
区
上
下
水
道
整
備
に
つ

い
て
の
市
の
者
え
方
は

三
好
陽
子

昭
和
四
十
年
代
に
、
民
間
会
社

が
、
上
水
道
給
水
区
域
外

・
下

水
道
処
理
区
域
外
の
山
間
地
に
、
企
業

が
上
下
水
道
を
完
備
し
、
開
発
分
譲
し

た
地
域
で
す
。
か
ね
て
よ
り
地
区
か
ら

上
下
水
道
の
公
営
移
管
の
要
望
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

立
花
区
の
上
水
道
は
、
平
成
十

一
年

に
、
開
発
会
社
に
よ
り
施
設
整
備
さ
れ

市
営
移
管
済
み
で
す
。
残
る
立
花
区
の

下
水
道
、
立
花
台
区
お
よ
び
星
和
区
の

上
下
水
道
の
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
の

市
の
考
え
方
は
。

Ａ鰤”量嘲諄脚［Ｍ熱熱に秤向計

し
て
お
り
ま
す
。

立
花
台
区

・
星
和
区
の
上
下
水
道

は
、
「開
発
会
社
の
責
任
に
お
い
て
、

住
民
全
員
の
同
意
、
現
状
調
査
、
施
設

整
備
を
行
い
、
市
が
維
持
管
理
す
る
の

に
支
障
が
な
い
よ
う
に
す
る
」
を
前
提

に
進
め
て
い
き
た
い
。

介
護
保
険
改
正
に
よ
る

利
用
者
へ
の
影
響
を
補
う
対
策
を

昨
年
十
月
か
ら
の
施
設
利

用
者
の
食
費

・
住
居
費
全

額
自
己
負
担
に
な
り
、
今
年
四
月

か
ら
は
、
「要
介
護
度

一
」
は
、

「要
支
援
二
」
と

「要
介
護
度

一
」

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

受
け
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
や
、
利
用
料
負
担
増

の
方
へ
の
対
策
が
必
要
で
は
な
い

か
。

Ｏ

綴

″
罫

疑

締

所
基
準
に
該
当
し
な
く
な
る
こ
と

が
あ
る
が
、
三
年
間
の
経
過
措
置

が
あ
る
。
ま
た
、
二
ヵ
月
ご
と
に
ケ
ア

プ
ラ
ン
を
検
証
し
、
実
情
に
合
っ
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
随
時
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

食
費

・
住
居
費
の
負
担
増
に
つ
い
て

は
、
制
度
を
活
用
し
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

Ａ鰤）一］一［〔「制御峰は「罐

用
さ
れ
る
方
の
立
場
で
情
報
を
伝
え
て

い
く
。

敬
老
会
はお
年
寄
り
に
喜
ば
れ
る
内
容
に

―ビスのようす

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ

る
障
害
者
の
負
担
増
の
軽

減
を

田

中

正

男

新
し
い
支
援
法
は

「障
害
者
の

地
域
生
活
と
就
労
を
進
め
、
自

立
を
支
援
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、
利

用
料
の
一
割
負
担
導
入
や
食
費

・
居
住

費
の
金
額
自
己
負
担
に
よ
り
、
障
害
者

と
そ
の
家
族
に
大
幅
な
負
担
増
を
強
い

る
こ
と
に
な
る
。
市
独
自
の
負
担
軽
減

策
を
。

Ａ
鰤
）
に
寺
碑
け
に
に
削
潮
隋
静
「
は

て
い
る
。
当
面
は
法
の
基
準
内
で
対
応

し
て
い
く
。

鳥
薇
〉
］
剛
岬
詢
動
］
螂
窄
肇
幸
け
躊

度
の
周
知
と
個
別
の
相
談
支
援
を
。

ば
れ
る
内
容
に
検
討
を
。

合
併
に
よ
る
市
政
の
醸
成
の
観

点
か
ら
、
今
年
も
ア
ク
シ
ス
で

予
定
。
満
足
さ
れ
る
内
容
に
企
画
検
討

し
て
い
く
。
韮
山
の
殆
ど
の
区
で
は
式
典

後
、
昼
食
会
を
行
い
喜
ば
れ
て

い
る
。
市
か
ら
補
助
を
。

地
区
の
負
担
で
お
願
い
し
た
い
。

高
原
地
区
に
放
置
さ
れ
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
産
廃
の
対
策
を

数
百
ト
ン
が
放
置
さ
れ
二
年

に
。
水
源
地
で
あ
り
、
環
境
、

美
観
に
も
こ
の
ま
ま
で
は
問
題
。
責
任

の
所
在
は
ど
こ
か
。

昨
年
の
敬
老
会
に
対
し
て
、
場

所
や
内
容
の
苦
情
が
出
た
。
喜

借
主
事
業
者
及
び
借
主
連
帯
保

証
人
の
責
任
に
お
い
て
処
分
す
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る
こ
と
を
指
導
す
る
。
地
主
、
媒
介
業

者
に
も
招
致
し
た
責
任
も
あ
り
対
策
を

と
る
よ
う
指
導
す
る
。

■

・
，

障
害
者
自
立
支
援
法
に
伴

う
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

土
屋
紀
男

実
質
的
運
営
の
在
り
方
は
ど
の

様
に
変
わ
る
の
か
。

授
産
施
設
に
つ
い
て
は
、
五
年

の
経
過
措
置
期
間
内
に
、
自
立

支
援
給
付
あ
る
い
は
、
地
域
生
活
支
援

事
業
に
移
行
す
る
。

観
光
振
興
と

公
共
施
設
の
有
効
活
用

土
屋
源
由

伊
豆
の
国
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
施
設
の
空
き
情
報
を
載
せ
て

み
て
は
ど
う
か
。

（
画
蜃

『
ヨ
降
審
引
け
」
（
［
向
型
脚

予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
更
に
、
そ

の
シ
ス
テ
ム
か
ら
自
動
で
予
約
状
況
を

ア
ツ
プ
ロ
ー
ド
す
る
別
の
シ
ス
テ
ム
が

必
要
で
す
。
多
大
な
費
用
と
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な
調
整
が

出
来
る
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

カ上

で
、

施
設
利
用
を
調
整
す
る
作
業
は

行
政
の
大
き
な
役
割
だ
と
思
う

年
間
の
利
用
状
況
を
検
討
し
た

ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
の
か
。

大
き
な
大
会
や
市
内
チ
ー
ム
同

士
の
練
習
試
合
を
優
先
的
に
利

用
さ
せ
る
こ
と
も
方
法
の
一
つ
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
主
体
に

考
え
ま
す
と
、
市
で
は
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
自
発
的
な
活
動
に
協
力
し
つ
つ
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
と
場
所
に
お
い
て
、
自

主
的
に
そ
の
適
正
及
び
健
康
状
況
に
応

じ
て
諸
条
件
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
あ
り
、
施
設
利
用
を
調
整

す
る
の
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

旧
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ー
ル
ド
跡
地
に

つ
い
て
、
施
設
全
体
の
整
備
よ

り
先
に
、
部
分
的
な
利
用
を
目
指
す
こ

と
を
提
案
す
る
が
…
。

跡
地
の
取
得
を
伊
豆
の
国
市
開

発
公
社
に
依
頼
し
進
め
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
約
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

取
得
を
予
定
し
て
お
り
、
残
り
の
約
二

ヘ
ク
タ
ー
ル
は
平
成
十
八
年
度
中
に
取

得
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

多
目
的
グ
ラ
ン
ド
の
整
備
や
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
を
補
修
し
利
用
出
来
る
よ
う
に
と

の
こ
と
で
す
が
、
す
べ
て
の
土
地
を
取

得
で
き
て
い
な
い
こ
と
や
相
当
の
費
用

が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
全
体
的

な
利
用
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

高原地区、廃棄プラスチックの山

脚い察̈
脚̈『助金はどの　一∩蜃
剃嘲囲「無に』鰤̈
剣畔嗽

⑫
Я
獅は一援【畔一絣

螺
い̈
羮
賊
夕

助四分の一以内を補助する事が出　見直しも必要と考えている。

態
が
続
い
て
い
て
、
授
産
施
設

　

か
け
、

分
団
の
統
廃
合
の
見
直
し
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

統
合
は
、
地
域
の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
り
、
関
係
機
関
に
働
き

早
期
実
現
を
考
え
て
い
る
。

本
部
役
員
の
中
の
本
部
長
五
人

制
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

三
名
が
規
律
、
ポ
ン
プ
車
、
小

型
ポ
ン
プ
の
指
導
員
と
し
て
、

の
整
備
は
必
要
で
あ
る
。

他
の
二
名
は
、
企
画
、
運
営
を
担
当
し

て
い
る
。
本
部
長
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
分
団
の
統
合
と
併
せ
て
考
慮
す
る
。

生
活
保
護
事
業
の
状
況
は
。

十
七
年
よ
り
事
業
を
実
施
。
保

護
世
帯
二
三
七
世
帯
、
．二
〇
八

名
。
十
八
年
は
二
六
四
世
帯
、
三
三
六

名
と
増
加
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

消
防
団
員
の
育
成
と
、

団
員
減
少
に
伴
う
今
後
の
対
策

団
員
の
育
成
と
、
人
員
確
保
に

つ
い
て
の
対
策
は
。

◎ 晰
就
労
、
継
続
支
援
事
業
に
つ
い

て
の
考
え
は
あ
る
か
。

自
立
し
た
社
会
生
活
を
営
む
事

が
出
来
る
様
に
、
利
用
者
の
状

況
に
応
じ
て
、
柔
軟
な
事
業
の
実
施
を

し
て
い
く
。

膵

出初め式
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浮
橋
地
区
に
湧
出
し
た
温

泉
の
今
後
の
事
業
展
開
に

つ
い
て

古
屋
鋭
治

温
泉
事
業
の
今
後
の
進
め
方
、

施
設
建
設
場
所
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

十
八
年
度
に
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
基
本
構
想
を
策
定
す

る
予
定
で
、
十
九
年
度
か
ら
二
十
年
度

に
か
け
地
形
測
量
、
基
本
計
画
、
実
施

計
画
策
定
、
動
力
装
置
工
事
、
施
設
用

地
取
得
な
ど
を
行
い
、
二
十
一
年
度
に

施
設
工
事
に
着
手
し
た
い
。
施
設
の
場

所
に
つ
い
て
は
浮
橋
を
中
心
に
考
え
た

い
。

湧
出
し
た
温
泉
と
成
分
等
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。

一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
掘
削
し
、

湯
量
は
毎
分
四
〇
か
ら
四
五
リ

ツ
ト
ル
、
温
度
は
四
三
度
。
目
安
と
な

る
六
〇
リ
ッ
ト
ル
に
達
し
な
か
っ
た
。

温
泉
分
析
で
、
効
能
は
じ
ん
ま
ん
し
ん

や
皮
膚
の
炎
症
を
抑
え
、
飲
用
す
れ
ば

高
血
圧
や
動
脈
硬
化
の
予
防
に
な
る
と

の
報
告
で
あ
る
。

血
瘍

鰤
岬
輝
聟
〔
章
猟
地 一
章
¨
剛

。 間

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
宅
で
温
泉
を
楽
し

め
る
よ
う
に
、
温
泉
ス
タ
ン
ド
を
設
置

し
、
安
価
で
販
売
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
輌
ｗ
『
毒
議
岬
和
」
計
一
許
導
章
け

期
間
の
利
活
用
、
温
泉
の
維
持
管
理
面

等
か
ら

一
つ
の
方
法
と
考
え
る
が
、
多

額
の
費
用
が
か
か
る
の
で
検
討
委
員
会

等
の
意
見
を
踏
ま
え
慎
重
に
検
討
し
た

い
。

Ａ
鋏
》
卿
』
¨
辟
」
「
茸
熱
師
麒
働
劃

迷
惑

・
ご
心
配
を
か
け
て
い
る
。
ま
た
、

今
後
の
施
設
整
備
関
係
で
お
世
話
に
な

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
今

後
の
進
め
方
な
ど
の
説
明
会
を
開
催
す

べ
き
で
な
い
か
。

（闘〉］商脚蝶つ向「̈
［酵幸袷蒙

員
を
通
じ
意
見
集
約
を
図
り
た
い
。

大
仁
高
校
の
存
続

民
間
事
業
者
に
よ
る
防
災

協
力
会
創
設
に
つ
い
て

秋

田
　
清

ぬ
Ｓ

は

。 仁
商
級
新

・ 続
敲
”
熱

。 て
や
［

笑

店
会
等
多
く
の
方
か
ら
の
声
を
聞

き
、
九
十
年
余
り
の
伝
統
を
守
り
な
が

ら
、
将
来
に
お
い
て
も
、
同
校
の
卒
業

生
の
子
供
達
が
、
愛
着
の
あ
る
大
仁
高

へ
の
進
学
を
可
能
に
出
来
れ
ば
と
考
え

ま
す
。
昨
今
、
普
通
科
進
学
へ
の
志
望

者
が
多
く
、
同
校
が
な
く
な
る
と
沼
津

や
三
島
へ
の
通
学
が
余
儀
な
く
さ
れ
、

家
計
へ
の
負
担
増
加
、
強
い
て
は
地
元

離
れ
な
ど
憂
慮
さ
れ
る
事
態

に
な
る
の
で
は
。
強
い
信
念

を
持
つ
市
長
に
伺
い
ま
す
。

Ａ
Ｖ

摯
」
「
鼈
］
坤
嚇
は

の
中
等
教
育
の
場
を
奪
う
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
上
、
地

域
社
会
の
多
方
面
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。
再
度
県
の

方
針
に
反
対
す
る
。

大
仁
高
は
本
年
も
定
員
を

維
持
し
、
伊
豆
の
国
市
が
五

万
人
規
模
の
人
口
を
維
持
す

る
た
め
に
も
必
要
で
あ
り
、
次
年
度
は

存
続
に
向
け
た
働
き
を
考
え
た
い
。

民
間
事
業
者
に
よ
る
防
災
協
力

会
の
創
設
に
つ
い
て
、
緊
急
災

害
時
に
活
動
に
携
わ
る
た
め
の
企
業
が

協
力
会
に
登
録
し
、
市
や
地
区
の
自
主

防
災
会
と
の
連
携
を
図
る
た
め
次
の
事

項
に
つ
い
て
要
望
と
考
え
を
、
市
長
に

伺
い
ま
す
。

一
、
登
録
地
域
防
災
事
業
者
と
の
災

害

。
防
災
協
定
の
締
結
。

一
、
協
力
事
業
者
の
登
録
と
看
板
の
掲

示
や
広
報
等
を
通
じ
市
民
に
公
開
。

一
、
登
録
事
業
者
と
消
防
団
、
各
自
主

防
災
会
と
の
訓
練
等
の
実
施
。

０

辞
縛

鮮

％

動

機

事
業
者
別
の
組
織
づ
く
り
、
自
主
防
災

組
織
と
事
業
者
の
協
同
体
制
や
、
地
域

で
の
防
災
情
報
の
共
有
化
の
た
め
の
仕

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。

公
園
整
備
事
‐‐業
ｔ
一っ
―し、て

大

沢

．秀

一光
．

天
野
公
園
整
備
事
業
で
、
平
成

十
八
年
度
予
算
で
は
減
額
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
計
画
に
変
更
が
あ
り

ま
す
か
。

隣
接
し
て
い
る
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー

ク
公
園
と
天
野
公
園
は
、
今
後
一
体
に

な
り
ま
す
か
。

ま
た
、
公
園
整
備
と
平
行
し
て
、
周

辺
道
路
整
備
の
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
罰
）
毒
中
は
申
砕
琳
一
二 業
紳
〓
呼
嘲

二
面
の
増
設
が
完
成
し
ま
す
の
で
、
調

整
が
整
い
次
第
速
や
か
に
使
用
開
始
が

で
き
ま
す
。
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て

は
、
広
場
や
遊
具
な
ど
部
分
的
に
完
成

す
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
が
、
平
成
十
八

年
度
の
工
事
と
重
な
る
の
で
、
安
全
面

大仁高校全景
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の
確
保
が
出
来
次
第
順
次
開
放
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
事
業
認
可
の
計
画
見
直
し
を

し
な
が
ら
整
備
を
進
め
、
ほ
ぼ
当
初
の

計
画
通
り
に
完
了
で
き
る
予
定
で
す
。

周
辺
道
路
整
備
は
、
公
園
整
備
と
は

別
と
考
え
ま
す
。

り
ま
す
か
。
当
初
の
計
画
に
基
づ
き
進
め
て

行
き
ま
す
が
、
市
単
独
事
業
な

の
で
、
今
後
は
県
費
の
補
助
を
積
極
的

に
利
用
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
事
業
期
間
が
若
干
延
伸
さ

れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

襦
尚
｝
『
［
刹
」
瑚
颯
一
に
¨
【
”
】

し
て
い
ま
す
か
。

Ａ
口
）
〔
』
刹
ほ
嗜
時
〔
訂
岬
制
計
〔

進
め
て
い
ま
す
。

冬［）選定
の基準は。

Ａ
鰤
Ψ
師
酵
利
は
辞
［
嗜
一
嘲
”
「
獄

募
は
、
よ
り
詳
細
な
基
準
を
公
募
要
綱

等
で
定
め
て
い
く
。

⑮

稀

認

鰈

昇

醜

礼

公
の
施
設
の
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
と

な
る
。
ま
た
、
こ
の
制
度
導
入
に
伴
う

縮
減
効
果
に
つ
い
て
は
、
市
が
直
接
管

理
し
て
い
た
業
務
を
一
部
指
定
管
理
者

が
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
相
当
の
金
額

削
減
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

伊
豆
の
国
市
で
の

「総
合
的
な
学
習
」

の
状
況
と
成
果
に
つ
い
て

又黎）
総合的な学習のねらいは。

９
計
）ヽ魏
蜃
噺
が

境
な
ど
の
総
合
的
な
課
題
や
地
域
の
特

色
に
応
じ
た
課
題
な
ど
、
体
験
活
動
や

人
と
の
関
わ
り
を
取
り
入
れ
た
学
習
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

学
習
を
通
し

て
の
成
果

は
。

地

域

に

つ
い

て
理
解

を
深

め
、

地
域

の
よ
さ
を
理
解
す

る
こ
と

が
出
来
た
。
思
い
や
り
の
心
や
福
祉
の

心
が
育
っ
て
い
る
。
日
本
や
世
界
に
つ

い
て
、
歴
史
や
環
境
、
平
和
な
ど
の
視

点
か
ら
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
職
業

や
働
く
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
の
理
解

が
深
ま
り
、
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
普
通
の
生
活
で

は
で
き
な
い
体
験
が
増
え
た
。

市
道
韮
〓
‥
三
号
線

韮

出
中
央
線
）

南

・
北
直
線
化
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

山
下
孝
志

函
南
町
に
お
い
て
、
開
設
道
路

と
し
て
の
用
地
は
買
収
済
み
と

な
っ
て
い
る
。

瘍

］
「
鰈

』

畔
蒻

伊
豆
の
国
市
の
取
り
組
み
次
第
と
発
言

し
て
い
る
が
。

準
用
河
川
洞
川
の
水
が
函
南
側

に
流
入
し
て
お
り
、
そ
の
部
分

改
修
が
で
き
次
第
、
道
路
新
設
工
事
を

実
施
す
る
計
画
で
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。

さ
し
あ
た
り
駐
車
場
と
ト
イ
レ
を
造

り
ま
す
。

今
後
の
課
題
で
す
が
、
い
ず
れ
の
公

園

　

園
に
つ
い
て
も
多
く
の
市
民
に
利
用
し

公

　

や
す
い
公
園
と
し
て
整
備
し
、
観
光
振

ヱＪ理

　

興
や
産
業
振
興
に
も
寄
与
す
る
施
設
と

わ
　
な
る事
が必
要だ
と考
え
ています。

備整

指
定
管
理
者
制
度に
つ
い
て

松

下
善
洋

指
定
管
理
者
制
度
は
、
行
財
政

改
革
を
推
進
す
る
う
え
で
有
効

な
手
段
と
考
え
て
い
る
。
全
て
の
公
の

施
設
に
つ
い
て
、
こ
の
制
度
導
入
を
検

討
し
、
「サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
ま
た
は

「経
費
の
縮
減
」
等
が
見
込
ま
れ
る
場

合
に
は
、
積
極
的
に
導
入
し
て
い
く
。

瘍
蹂
Ｖ
了
閻
中詳
　
指一た管理
者
制
度
導
入
に
対
し

ん
か
。
ま
た
使
用
開
始
は
い
つ
頃
に
な
　
　
　
　
て
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

伊
豆
の
国
市
の
取
り
組
み
は
。

着
工
へ
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
排
水
問
題
解
決
策
は
、
十
八

年
度
よ
り
県
の
補
助
事
業
採
択
を
受
け

て
、
下
流
部
よ
り
順
次
河
川
改
修
を
し

て
い
く
予
定
で
、
近
い
将
来
函
南
町
に

よ
る
道
路
改
良
工
事
が
始
ま
る
と
思
い

ま
す
。

南
側

・

⑤ 鰊

よ
く
問
題
を
解
決
す
る
能
力
を
育
て
る
　
北
側
・
函
南
町
道
奮
辰
免
道
路
）
へ
の
　
　
共
和
幼
稚
園
前
の
直
線
化
に
つ
い
て

直
結
に
つ
い
て

こ
と
。
２
じ
学
び
方
や
考
え
方
を
身

はいいに馴岬動枠講“琳帥悧囃］　笏膵
規却知は前から函南へのク　饂膨
嘲４［刺」“いなだ糧路計

綱
の
現
状
は
。　
　
　
　
　
　
　
地
権
者
に
相
続
手
続
き
が
済
ん

き
方
を
考
え
る
こ
と
。

で
い
な
い
方
等
が
お
り
、
事
務

学
校
で
は
、
国
際
理
解
、
情
報
、
環

指
定
管
理
者
に
な
れ
る
の
は
。
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処

理
に
し
ば

ら
く
時
間
が
か
か
る
見
込

で
す
。

他
の
問
題
点
は
。

共
和
幼
稚
園
の
グ
ラ
ン
ド
部
分

が
、
道
路
区
域
と
な
る
な
ど
デ

メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ
る
が
、
工
夫
し

て
有
効
な
方
法
を
検
討
し
、
対
応
し
た

い
。他
に
、
市
立
幼

・
保

。
小

。
中
学
校

舎
の
建
て
替
え
計
画
、
幼
保

一
元
化
、

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

バ
ス
ポ
ー
ト

・
通
行
手
形

後
藤
員

一

窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
の
簡
素
化
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
等
、
電
子

事
務
化
及
び
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
活
用
の
市
民

手
帳
の
発
行
に
つ
い
て
。

申
請
届
出
書
は
、
四
二
一
種
類

あ
り
、
法
令
の
定
め
に
よ
り
簡

単
に
統
一
で
き
な
い
。
戸
籍
・
印
鑑

・

税
等
証
明
書
の
交
付
申
請
書
は
、
近
日

三
枚
を
一
枚
に
実
施
す
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、
今
後

も
調
査
検
討
を
続
け
る
。
電
子
自
治
体

と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
の
二

十
四
時
間
・
三
六
五
日
役
所
開
設
シ
ス

テ
ム
を
検
討
中
で
、
十
九
年
一
月
運
用

開
始
予
定
。
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
入
り
住
基
カ

ー
ド
は
、
公
的
証
明
書
と
し
て
活
用
で

き
、
電
子
自
治
体
実
現
の
カ
ギ
で
あ
る
。

木
曜
日
時
間
延
長
や
東
部
広
域
窓
口

サ
ー
ビ
ス
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
。

瘍

判

獅

配

の め
称

男

い
て
。
特
典
付
の
市
内
観
光
案
内
と
宣

伝
用
と
し
て
、
統

一
的
な
手
帳

様
の
も
の
を
発
行
し
配
布
す
る
こ
と

は
、
大
変
結
構
な
手
段
と
考
え
て
い
る
。

「Ｃ
Ｍ
大
賞
」
に
使
用
し
た
パ
ス
ポ

ー
ト
の
事
業
化
を
考
え
て
い
る
。

子
供
に
仕
事
を

謗
鞣
）
計
帯
蒙
卸
婦
岬
岬
嘲
融
蔽
」
岬

の
た
め
に
、
子
供
た
ち
に
仕
事
を
さ
せ

て
は
ど
う
か
。

Ｏ

厠

巫

る の
「
奮
¨
罫

つ
で
き
る
子
。
た
く
ま
し
い
子
」
の
育

成
で
あ
る
。
た
く
ま
し
い
子
と
は
、
遊

び
や
運
動
を
通
し
て
の
「健
康
・
体
力
」

の
育
成
を
考
え
て
い
る
。
『子
供
た
ち

に
仕
事
を
』
は
、
正
し
い
勤
労
観
・
職

業
観
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
重
要

で
あ
る
。
提
案
を
参
考
に
し
て
、
働
く

こ
と
や
社
会
へ
の
奉
仕
の
喜
び
や
達
成

感
の
体
得
を
進
め
て
い
き
た
い
。

「入
金
権
」｛
旧
慣
使
用
権
」

に
つ
い
て

水

口
成
男

市
有
地
旧
慣
使
用
権
廃
止
補
償

金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、
条

兆
翔
｝
条
例
改
正
の
必
要
性
は
。

Ａ閻Ψ動［」】摯「りたぃと考え

癸鰤｝麒［」聡時日］ｒ脚曜」に

内訳の整理は。

地
方
債
発
行

合
併
特
例
債
対
象
は
？

飯

田
史
朗

襦
顆
》
評
嚇
対
日
“
破
請
降
に
［
は
¨

対
象
と
認
め
ら
れ
る
事
業
債
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

合
併
特
例
債
に
認
め
ら
れ
る
た

め
に
は
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
の

幾
つ
か
の
条
件
が
あ
る
た
め
、
当
初
予

算
で
は
適
用
可
能
性
が
高
い
起
債
を
予

定
し
て
い
る
が
、
（行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
整
備
事
業
債
）
は
今
後
協
議
を

し
て
充
当
率
の
良
い
地
方
債
を
選
択
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

襦
顆
》
詢
［
［
赫
”
“
脚
猜
¨
わ
削
蜘

り
、
平
成
十
八
年
度
予
算
に
計
上
し
て

い
る
地
方
債
の
額
が
約

一
億
二
〇
〇
〇

万
円
ほ
ど
多
く
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

財
政
の
健
全
な
運
営
は
保
た
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
財
政

計
画
に
示
し
て
あ
る
地
方
債
の

額
は
事
業
に
係
る
も
の
だ
け
を
算
定
し

て
お
り
、
臨
時
財
政
対
策
債
や
減
税
補

て
ん
債
は
、
三
位

一
体
改
革
に
よ
り
交

整
理
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

旧
伊
豆
長
岡
町
が
、
昭
和
六
十

二
年
と
平
成
四
年
に
、
旧
慣
使

用
権
に
関
す
る
条
例
の
制
定
が
さ
れ
て

な
く
、
民
法
で
い
う
地
方
の
慣
習
に
従

い
、
旧
慣
使
用
権
の
廃
止
補
償
金
が
議

会
で
議
決
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
市

長
の
見
解
は
。

一
回
）
脚
中
に
時
『
岬
¨
剛
瑯
却
剌
囃

て
は
、
条
例
制
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

配
分
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
四
十

八
年

一
月
に
、
千
代
田
山
開
発
に
あ
た

り
、
議
会
、
関
係
部
落
で
協
議
し
、
町

五
〇
％
、
関
係
部
落
五
〇
％
と
定
め
て

配
分
し
て
お
り
ま
す
。

旧
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ー
ル
ド
の
旧
慣
使
用

権
廃
止
補
償
の
配
分
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昭
和
四
十
八
年

一
月
の
例
に
基
づ

き
ま
し
て
配
分
率
を
定
め
、
町
と
権
利

者
と
の
合
意
に
よ
り
決
定
を
し
た
。

瘍

例
に
特
別
な
規
定
が
あ
る
か
。
旧
三
町

の
条
例
制
定
は
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ
鰤
”
御
」
刹
¨
［

、
降
『
峰
ｍ
酸
け

で
あ
り
ま
す
。

襦厠｝嘲礫融嘲聯Ｍ脚詢罐螂】利

カ

Ａ鰤”制に̈
御［けき】̈
醐Ⅷ囃

面
等
に
よ
り
把
握
し
て
お
り
ま
す
。
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付
税
制
度
が
不
明
確
で
あ
っ
た
た
め
交

付
税
の
額
に
計
上
し
て
あ
り
、
平
成
十

八
年
度
地
方
債
の
事
業
費
分
は
四
億
九

七
七
〇
万
円
で
、
財
政
計
画
よ
り
低
い

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

庁
舎
別
館
に
つ
い
て

伊
豆
長
岡
旅
館
組
合
施
設
を
市

役
所
別
館
と
し
て
利
用
す
る
計

画
は
恒
久
的
か
暫
定
的
利
用
か
。
ま
た
、

韮
山
支
所
、
大
仁
支
所
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
等
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

庁
舎
別
館
の
利
用
は
五
年
間
の

貸
借
期
間
を
基
準
と
し
て
考
え

て
い
る
。
空
き
ス
ペ
ー
ス
は
町
長
室
、

応
接
室
、
議
場
等
が
あ
る
。

意
見
庁
舎
別
館
維
持
管
理
費
が
施
設
借
上

料
等
で
年
間
一
二
〇
〇
万
円
の
予
算
計

上
と
な
り
、
現
在
市
財
政
当
局
で
は
経

常
的
経
費
を
各
分
野
で
見
直
し
て
い
る

時
に
、
疑
間
が
残
る
。
今
後
、
総
合
計

画
が
策
定
さ
れ
た
ら
早
い
時
期
に
本
格

的
に
庁
舎
問
題
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。

合
併
特
例
債
と
公
金
管
理

に
つ
い
て

菊
池
俊
彦

合
併
特
例
債
に
つ
い
て

合
併
特
例
債
は
何
の
事
業
に
ど

の
様
に
使
う
の
か
。
ま
た
具
体

的
な
考
え
方
は
。

基
本
的
に
は
、
合
併
特
例
事
業

債
の
対
象
と
な
る
事
業
を
優
先

し
て
行
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
必

要
な
事
業
を
行
う
際
に
、
財
源
と
し
て

合
併
特
例
債
が
活
用
で
き
る
場
合
は
、

交
付
税
措
置
が
有
利
で
あ
る
の
で
活
用

す
る
と
言
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
。

併

こ

町

り

入

ｏ

合

び

市

＜

り

す

つ

及

，
、
づ

借

で

つ

扱

り
、
づ

■

た

合
併
特
例
債
の
限
度
額
は
、
ど

の
位
に
設
定
し
て
い
る
の
か
。

制
度
上
で
の
限
度
額
は
二
一
八

億
円
、
七
〇
％
が
交
付
税
措
置

さ
れ
ま
す
が
、
三
〇
％
は
自
主
財
源
で

返
済
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
使
用

の
限
度
は
必
要
最
低
限
と
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

公
金
管
理
に
つ
い
て

Ａ
薇
）
刹
¨
峙
講
』
』
［
紳
峯
事
疇
は

換
え
の
検
討
を
。

Ａ鰤”中は中［巌喘詢̈
［剌』嘲

一
つ
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

（厠）峯麓“］奉申峰疇の設置は

企画”麒動中獅̈
聡』畔型睾岬̈

鰤峙邦な」一η理制度を構築した
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
を
招

く
こ
と
な
く
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
、
か
つ
行
財
政
の
健
全
な
運
営
を
図

る
た
め
に
は
、
民
間
活
力
を
活
用
す
る

こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識
す
る

と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
長
公
用
車
運
転
業
務
、
市
有
バ
ス

運
転
業
務
、
ご
み
収
集
業
務
と
い
っ
た

定
型
的
な
業
務
や
、
文
化
施
設
の
舞
台

照
明
、
音
響
と
い
っ
た
専
門
的
な
業
務

に
お
い
て
、
民
間
委
託
を
推
進
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
直
営
で
管
理
し
て
い
る
施

設
に
つ
き
ま
し
て
も
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
「サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」

あ
る
い
は

「経
費
の
縮
減
」
が
見
込
ま

れ
る
施
設
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
導
入

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

個
人
情
報
の
管
理
に
つ
い
て

ね
鞣
》
口
］
け
は
ゆ
け
引
″
い
は
“
［

通
し
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
に

よ
り
、
市
の
職
員
は
一
人
一
台
の
パ
ソ

コ
ン
を
使
用
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は

住
所
、
家
族
構
成
、
所
得
状
況
等
も
入

市民

議員蜘呻晰咄けは

れ

村

推

れ

¨

μ
　
ｒ

牛

オ

本

Й

オ

¨
ヽ

O⑮

行
財
政
改
革
を
ど
の
よ
う

に
実
施
し
て
い
く
の
か

伊
藤
泰
伊

録

魏

［
匹

≒

雲

疑

今
後
、
ど
の
よ
う
な
行
財
政
改
革
を
実

施
し
よ
う
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
。

Ａ
鰤
普
嘲
罐
¨
葬
］
¨
「
紐
」
「
け
な

は
じ
め
と
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
を
図
り
つ
つ
、
改
革
で
き
る
部
分

を
着
実
に
実
行
に
移
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
民
間
委
託
へ
と
市
政
運

営
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
民
間
活
用
の
実
施
に
向
け
て

の
お
考
え
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
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っ
て
お
り
ま
す
。
市
で
は
ど
の
よ
う
な

管
理
体
制
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
。

職
員
に
対
し
て
、
守
秘
義
務
や

個
人
情
報
の
外
部
へ
の
持
ち
出

し
禁
止
の
徹
底
。
印
刷
さ
れ
た
個
人
情

報
の
廃
棄
に
つ
い
て
は
、
裁
断
処
理
ま

た
は
焼
却
炉
へ
の
直
接
投
入
処
理
の
遵

守
。
委
託
の
場
合
は
守
秘
義
務
や
損
害

賠
償
等
の
特
記
事
項
を
盛
り
込
む
措
置

を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

遠
距
離
理
学
児
童
生
徒
の

通
学
バ
ス
定
期
代
補
助
の

見
直
し
に
つ
い
て
鈴
木
平
一
郎

遠
距
離
通
学
の
バ
ス
利
用
児
童

生
徒
に
対
す
る
支
援
の
相
違

大
仁
地
区
の
補
助
対
象
は
、
大

仁
東
小
学
校
区
か
ら
大
仁
中
学

校
に
通
学
し
て
い
る
生
徒
だ
け
に
、
路

線
バ
ス
の
定
期
代
の
六
五
％
支
給
、
ま

た
、
田
中
山
地
区
に
も
一
日
一
往
復
の

バ
ス
運
行
で
区
が
経
費
の
二
五
％
負

担
。韮
山
地
区
で
は
、
元
奈
古
谷
分
校
区

か
ら
韮
山
小
学
校
ま
で
の
路
線
バ
ス
通

学
者
に
、
定
期
代
を
通
学
距
離
に
よ
り

補
助
。
路
線
バ
ス
に
乗
れ
な
い
時
間
帯
に
下

校
す
る
場
合
は
、
市
バ
ス
２
台
を
無
料

で
毎
日
運
行
。

こ
の
結
果
、
韮
山
地
区
の
保
護
者
に

は
、
全
体
的
に
費
用
負
担
の
軽
減
を
図

っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

鉤勒｝［けれ「いは̈
口柿輝』̈

市
の
制
度
を
構
築
す
べ
き
で
は
な
い

カ

⑮
賽
平
籾
雨

て
、
包
括
的
に

検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

閥
］
十
八
年
度
予
算
を
、
十
七
年
度
と

比
較
す
る
と
非
常
に
圧
縮
さ
れ
て
い
る

が
、
予
算
編
成
上
の
方
針
概
略
は
。

因
］
予
算
編
成
の
基
本
は
、
総
額

一
六

〇
億
円
を
目
途
と
し
て
各
部
局
ご
と
に

予
算
要
求
の
目
標
額
を
定
め
て
、
総
額

の
抑
制
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
人
件
費

は
、
未
払
い
金
の
消
滅
に
よ
る
減
額
。

扶
助
費
は
、
児
童
手
当
の
対
象
年
齢
の

拡
大
に
よ
る
増
額
。
公
債
費
は
、
臨
時

財
政
対
策
債
の
元
金
償
還
の
開
始
等
に

よ
る
増
額
。
物
件
費
と
維
持
補
修
費
は
、

細
部
に
渡
り
経
費
節
減
を
積
み
重
ね
た

結
果
の
減
額
。
普
通
建
設
事
業
費
は
、

緊
急
性
を
考
慮
し
た
優
先
順
位
に
基
づ

く
事
業
選
択
に
よ
る
減
で
、
補
助
事
業

に
お
い
て
も
計
画
を
再
度
見
直
し
減
額

と
し
た
。
補
助
費
は
、
制
度
や
事
業
手

法
の
見
直
し
に
よ
る
減
額
。
ブ」
の
結
果
、

全
体
的
に
均
等
あ
る
予
算
に
ま
と
め
上

げ
た
。

問
］
行
政
改
革
審
議
委
員
会
の
提
言

は
、
予
算
編
成
に
間
に
合
っ
た
か
。

因
日
十
九
年
度
に
反
映
さ
せ
ま
す
。
委

員
の
任
期
は
二
年
。

固

自
瑣

憂

付
金
の
均
等
割
り
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

因
口
変
更
な
し
。
人
口
割
。
世
帯
割
の

み
の
減
額
で
す
。

問
］
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
調
査
費
用

が
少
な
く
な
い
か
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
。
高
齢
者
。
通
学
。
観
光
を
考
慮

し
て
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

因
口
公
共
施
設
を
結
ぶ
交
通
体
系
を
整

え
れ
ば
、
経
費
節
減
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
市
民
の
一
体
化
を
進
め

る
上
で
も
、
非
常
に
大
切
な
事
業
と
し

て
と
ら
え
て
い
ま
す
。

蘭
国
市
営
神
島
住
宅
だ
け
駐
車
場
の
使

用
料
を
と
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

因
］
駐
車
場
の
整
備
費
に
補
助
金
を
受

け
て
い
る
の
で
、
こ
こ
だ
け
使
用
料
を

徴
収
し
て
い
る
。

固

三
生

体
の
改
革
で
地
方
税
は
増

え
る
と
い
う
が
当
市
の
状
況
は
ど
う

カ

十
九
年
度
か
ら
の
予
定
は
、
税
の

フ
ラ
ッ
ト
化
で
、
地
方
税
は
一
〇
％
の

税
率
を
採
用
。

十
七
・
十
八
年
度
は
、
交
付
税
が
減

る
分
を
所
得
譲
与
税
で
カ
バ
ー
。
十
九

年
度
以
降
は
、
所
得
に
関
す
る
税
金
を

国
税
か
ら
の
市
民
税
で
税
源
委
譲
さ
れ

る
予
定
で
す
。

閥
］
行
政
無
線
の
整
備
状
況
は
。

三
年
以
内
に
設
備
の
統
合
を
図

り
、
ア
ナ
ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方

式
に
変
え
、
三
波
を
一
波
に
し
先
に
移

動
無
線
を
整
備
し
ま
す
。

蘭
］
伊
豆
長
岡
支
所
が
な
く
な
り
ま
す

が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な

し

カ

地
域
振
興
課
・
都
市
整
備
課
は
本

庁
機
能
と
な
り
、
従
来
の
業
務
を
行
い

ま
す
の
で
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

は

市長より提出された平成 18年度一般会計歳入歳出予算の総

額は、 161億9000万円です。各委員会に付託され詳細に審

査されました。
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健
康
福
祉
部
の
所
管
の
審
議
内
容
に
つ
い
て

蘭
］
生
活
保
護
の
事
務
は
、
市
に
な
っ

て
ど
の
よ
う
な
点
が
変
わ
り
ま
し
た

カ

町
の
時
は
直
接
的
な
事
務
は
な
く

県
が
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
市
に
な

っ
て
か
ら
は
県
に
代
わ
っ
て
事
務
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
の

時
は
生
活
保
護
世
帯
に
対
す
る
費
用
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
と
な

り
、
県
が
負
担
し
て
い
た
四
分
の
一
を

負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

国
は
四
分
の
三
を
負
担
し
て
お
り
ま

す
。
問
］
障
害
者
自
立
支
援
法
が
制
定
さ

れ
、
田
中
山
地
区
に
あ
る
田
方
ゆ
め
ワ

ー
ク
の
運
営
費
等
は
ど
の
よ
う
に
な
り

ま
す
か
。
障
害
者
自
立
支
援
法
は
四
月
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
建
物
の
一
階

が
授
産
施
設
で
、
三
階
が
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
法

律
の
制
定
に
よ
り
、
国
。
県
の
補
助
内

容
が
変
わ
り
ま
す
。
授
産
施
設
に
つ
い

て
は
五
年
間
の
経
過
措
置
が
あ
り
、
従

来
ど
お
り
補
助
金
の
適
用
は
あ
り
ま
す

が
、
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
本
年
の
十
月
一
日
よ
り
補
助
規
定

が
な
く
な
り
ま
す
。

市
民
環
境
部
所
管
の審
議
内
容
に
つ
い
て

Π
］
公
園
使
用
料
が
施
設
に
よ
り
差
が

あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

各
施
設
の
料
金
体
系
が
異
な
る
か

ら
で
、
今
後
、
施
設
全
体
に
つ
い
て
調

整
し
た
い
。

闇
］
合
併
浄
化
槽
補
助
金
に
関
し
て
、

公
共
下
水
道
区
域
と
の
区
分
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

公
共
下
水
道
区
域
は
市
街
化
区
域

と
市
街
化
調
整
区
域
の
一
部
で
、
浄
化

槽
区
域
は
基
本
的
に
市
街
化
調
整
区
域

で
あ
る
。

蘭
］
ご
み
袋
の
印
刷
製
本
費
が
昨
年
よ

り
上
が
っ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。
ま
た
、

強
度
を
上
げ
る
た
め
質
を
変
え
た
の

か
。
因
日
十
七
年
度
は
、
九
カ
月
分
の
額
で

あ
り
、
十
八
年
度
は
十
二
カ
月
分
の
額

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
強
度
は
周
辺
自

治
体
と
同
等
で
あ
り
、
発
注
は
強
度
指

定
を
し
て
い
ま
す
。

閥
］
資
源
ご
み
回
収
活
動
報
奨
金
が
、

三
分
の
一
に
下
が
る
の
は
急
激
過
ぎ
な

し
カ
因
口
県
下
四
十
五
市
町
の
平
均
が
一
ｋｇ

当
り
五
円
八
〇
銭
で
す
。
ま
た
、
資
源

ご
み
の
売
却
代
金
も
入
る
こ
と
か
ら
、

財
政
面
も
考
慮
し
て
一
ｋｇ
当
り
六
円
と

い
た
し
ま
し
た
。

ｍ
］
資
源
ご
み
の
収
集
運
搬
委
託
料
が

地
区
に
よ
り
異
な
る
の
は
な
ぜ
か
。

因
日
大
仁
地
区
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
そ
の
運
搬

車
輌
費
用
を
市
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
内
、
労
働
費

・
農

林
業
費

・
商
工
費
・
土
木
費
に
関
す
る

歳
入
歳
出
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
適

正
に
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
と
判
断

し
、
委
員
全
員
が
可
決
す
べ
き
と
の
結

論
を
出
し
た
。
本
会
議
で
は
、
報
告
に

対
す
る
質
疑
が
あ
っ
た
。

閥
］
商
工
費
の
観
光
推
進
事
業
費
補
助

金
と
観
光
協
会
補
助
金
は
、
内
容
が
変

わ
っ
た
の
か
。

平
成
十
七
年
度
の
観
光
推
進
事
業

補
助
金
に
は
、
旧
伊
豆
長
岡
町
の
観
光

協
会
に
係
わ
る
運
営
補
助
、
活
性
化
協

議
会
の
補
助
金
、
宣
伝
事
業
費
等
が
含

ま
れ
て
い
た
。
今
年
度
は
、
情
報
セ
ン

タ
ー
の
補
助
・
協
会
事
務
所
の
維
持
管

理
。
人
件
費
は
、
観
光
協
会
補
助
金
に

計
上
し
た
。
活
性
化
協
議
会
補
助
の
事

業
は
、
地
域
観
光
推
進
事
業
費
に
個
別

に
計
上
し
た
た
め
、
観
光
推
進
事
業
費

は
、
宣
伝
事
業
、
Ｉ
Ｔ
事
業
な
ど
に
絞

り
込
ん
で
の
予
算
計
上
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
観
光
協
会
補
助
金
は
、
観

光
協
会
の
土
。
日
曜
日
の
運
営
や
観
光

情
報
セ
ン
タ
ー
の
終
日
運
営
に
対
す
る

補
助
等
を
計
上
し
て
い
る
。

蘭
］
農
林
業
費
の
各
市
民
農
園
の
区
画

数
、
面
積
、
使
用
料
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
空
き
区
画
解
消
の
た

め
、
使
用
料
の
値
下
げ
や
統
一
は
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
。

各
市
民
農
園
の
概
要
は
、
韮
山
市

民
農
園
は
区
画
数
五
六
、　
一
区
画
に
二

四
・
五
２ｍ
で
七
千
円
、
大
仁
市
民
農
園

は
区
画
数
二
六
、　
一
区
画
五
０
２ｍ
で
五

千
円
、
長
岡
市
民
農
園
は
区
画
数
三
七
、

一
区
画
二
五
２ｍ
で
七
千
円
で
あ
る
。
使

用
料
の
値
下
げ
や
統
一
は
、
地
主
へ
の

借
地
料
が
異
な
る
こ
と
、
利
用
者
の
利

便
性
に
差
異
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
現

在
考
え
て
い
な
い
。
空
き
区
画
解
消
に

つ
い
て
は
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

利
用
し
広
く
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

と
説
明
が
あ
っ
た
。

閥
］
土
木
費
の
天
野
公
園
整
備
事
業

で
、
管
理
棟
を
建
替
え
る
と
の
こ
と
だ

ゴミ収集車

市民農園
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が
、
増
築
と
の
建
設
費
の
比
較
は
し
た

の
か
。
天
野
公
園
占
用
箇
所
整
備
事
業

と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

増
築
し
た
場
合
の
具
体
的
な
積
算

は
し
て
い
な
い
。
費
用
を
比
較
す
れ
ば

安
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
レ
イ
ア

ウ
ト
に
制
限
が
あ
り
管
理
棟
の
使
い
勝

手
が
悪
く
な
る
こ
と
と
、
現
在
の
位
置

は
拡
張
さ
れ
る
駐
車
場
の
一
部
と
な
る

た
め
、
管
理
棟
を
新
設
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。
天
野
公
園
占
用
箇
所
の
内
容

は
、
今
回
整
備
し
て
い
る
区
域
の
一
部

に
狩
野
川
の
堤
防
部
分
を
国
土
交
通
省

か
ら
占
用
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
区

域
内
の
工
事
で
あ
る
と
の
回
答
で
あ
っ

た
。

こ
こ
数
年
滞
納
者
は
同
じ
人
で
一

年
間
支
払
い
が
な
い
人
や
、
長
期
滞
納

者
も
年
々
増
え
て
い
る
。
母
子
家
庭
の

ケ
ー
ス
も
多
く
、
事
情
は
あ
る
に
せ
よ

収
納
に
努
め
る
。

閥
］
保
育
料
が
、
数
段
階
に
分
か
れ
て

い
る
の
は
。

幼
稚
園
と
保
育
園
の
保
育
料
は
基

本
的
に
違
い
、
幼
稚
園
は
定
額
だ
が
、

保
育
料
は
収
入
の
差
に
よ
り
違
い
が
あ

る
。
固

堀
越
保
育
園
の
建
替
は
。

堀
越
保
育
園
は
、
幼
保

一
元
化
の

問
題
と
、
借
地
等
の
問
題
が
解
決
さ
れ

れ
ば
、
建
替
の
検
討
も
可
能
で
あ
る
。

蘭
］
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
は
。

希
望
者
増
加
に
伴
い
大
仁
小
の
児

童
ク
ラ
ブ
の
定
員
を
、
三
五
名
か
ら
四

〇
名
に
増
や
す
。

閥
］
大
仁
児
童
館
英
会
話
教
室
の
状
況

ま
。
小
学
校

一
年
か
ら
三
年
迄
の
英
会

話
入
門
的
な
も
の
で
、
英
語
に
親
し
む

事
を
目
的
と
し
て
月

一
回
行
っ
て
い

る
。
固

Ａ
Ｌ
Ｔ
派
遣
事
業
の
効
果
と
、
講

師
の
賃
金
は
。

各
中
学
校

一
人
づ
つ
二
人
を
雇
用

し
、
英
語
だ
け
で
な
く
外
国
人
と
の
積

極
的
な
触
れ
合
い
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
、
人
と
関
わ
る
力
の
育

成
に
も
役
立
っ
て
い
る
。　
一
人
年
間
五

百
万
円
、
百
八
十
日
、　
一
日
七
時
間
の

勤
務
で
あ
る
。

闇
］
わ
か
あ
ゆ
教
室
の
内
容
は
。

韮
山
支
所
で
行
っ
て
い
る
不
登
校

児
童
。
生
徒
へ
の
指
導
。
専
属
職
員
二

名
、
臨
時
職
員
二
名
で
、
小
中
学
生
十

一
名
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、

遠
足
、
修
学
旅
行
、
卒
業
式
等
行
事
に

は
参
加
す
る
様
に
指
導
を
し
て
い
る
。

蘭
］
大
仁
中
学
校
校
舎
建
替
計
画
及
び

第
ニ
グ
ラ
ン
ド
建
設
は
。

因
］
急
傾
斜
や
仮
校
舎
の
問
題
が
あ

り
、
検
討
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
第

ニ
グ
ラ
ン
ド
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
移
転

に
つ
い
て
も
検
討
中
で
あ
る
。

蘭
］
韮
山
体
育
館
の
改
修
は
。

因
口
水
銀
灯
、
蛍
光
灯
の
取
替
え
、
ア

リ
ー
ナ
の
壁
、
扉
、
床
面
の
改
修
工
事

を
行
う
。

蘭
］
体
育
施
設
貸
出
し
事
業
は
。

因
］
四
月
か
ら
、
夜
間
グ
ラ
ン
ド
と
体

育
館
に
分
け
て
、
三
地
区
で
二
ヶ
月
分

ま
と
め
て
予
約
出
来
る
よ
う
に
、
利
用

者
会
議
を
行
う
。

蘭
］
文
化
祭
事
業
の
見
直
し
は
。

囚
口
十
七
年
度
は
、
土
、
日
を
三
回
五

週
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
が
、
十
八
年
度

は
二
週
で
行
う
。
ま
た
、
展
示
の
部

・

発
表
の
部
に
分
か
れ
て
四
会
場
を
使
用

し
た
が
、
十
八
年
度
は
検
討
し
て
行
き

た
い
。

蘭
］
東
部
青
年
の
船
の
参
加
状
況
は
。

因
日
十
七
年
度
北
海
道
へ
二
回
、
六
人

づ
つ
十
二
人
が
参
加
。
十
八
年
度
も
北

海
道
へ
二
回
、
七
日
間
を
予
定
し
、
中

学
生
に
も
呼
び
掛
け
を
行
い
た
い
。

ｍ
］
学
校
給
食
は
、
旧
三
町
で
委
託
と

直
営
と
が
あ
る
が
。

旧
町
の
引
継
ぎ
で
行
っ
て
い
る

が
、
委
託
す
れ
ば
安
価
で
あ
る
か
解
ら

な
い
が
、
民
間
委
託
の
方
向
へ
動
い
て

は
い
る
。

閥
］
図
書
館
の
収
蔵
本
は
。

四
］
十
七
年
度
は
三
六
〇
〇
冊
購
入

し
、
六
割
が
新
刊
本
で
、
後
は
専
門
書

的
な
も
の
で
あ
り
、
全
部
で
約
二
〇
万

冊
有
る
。

蘭
］
図
書
館
の
読
み
聞
か
せ
事
業
の
内

容
は
。

因
日
読
み
聞
か
せ
を
し
て
み
た
い
人
を

募
集
し
、
講
師
が
読
み
聞
か
せ
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を
六
回
行
う
講
習
会
で
あ
る
。

以
上
の
様
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
委
員

全
員
の
賛
同
を
得
ら
れ
た
事
を
報
告
し

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

蘭
］
国
保
税
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
る

が
根
拠
は
。

加
入
者
の
増
加
と
税
制
改
正
に
よ

る
所
得
の
増
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

加
入
者
の
増
加
は
二
％
約
四
百
人
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
均
等
割
り
一
人
三
万

三
千
五
百
円
、
平
等
割

一
世
帯
二
万
四

千
円
、
介
護
分
均
等
割

一
人
一
万
八
百

円
が
増
額
と
な
り
ま
す
。

国
保
税
の
調
定
額
の
見
込
み
に
つ
い

国民健康保険、老人保健、介護保険、簡易水道等事業、下水道事業、

楠本及び天野揚水場管理、土地管理の 7特 別会計と上水道事業

会計は、それぞれ関連する3委員会に付託され審査されましだ。

大仁中学校
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て
は
、
試
算
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
十
七
年

度
の
資
料
の
範
囲
で
算
定
し
て
い
ま

す
。
確
実
な
数
字
が
出
る
の
は
、
算
定

時
期
の
五
月
後
半
か
ら
六
月
に
な
り
ま

す
。
固

高
額
医
療
の
対
象
件
数
は
。

ま
た
、
対
象
と
な
る
金
額
は
い
く
ら

か
ら
か
。
月
平
均
で
約

一
八
〇
件
で
す
。
二

〇
〇
件
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
人
一
ヶ
月
、　
一
つ
の
医
療
機
関
で

七
万
三
三
〇
〇
円
を
超
え
た
場
合
に
対

象
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

闇
中
高
額
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
と
は
何

カ

高
額
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
特
養
に
入
所
し
て
い
る
方

の
自
己
負
担
は
、
介
護
保
険
で
見
ら
れ

る
金
額
が
三
十
万
円
と
し
て
、　
一
割
負

担
で
す
か
ら
三
万
円
と
な
り
ま
す
。
そ

の
方
の
所
得
が
年
金
で
八
十
万
円
以
下

で
あ
れ
ば
、　
一
万
五
千
円
が
自
己
負
担

の
上
限
で
す
の
で
、
三
万
円
と
一
万
五

千
円
の
差
額
の
一
万
五
千
円
を
こ
の
給

付
費
か
ら
本
人
に
支
出
し
ま
す
。

固

地
域
支
援
事
業
が
創
設
さ
れ
て
、

介
護
保
険
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
各
サ
ー
ビ
ス
の
均
衡
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

平
成
十
八
年
度
よ
り
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
個

人
に
合
っ
た
介
護
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
後
、
三
ヶ
月
か
ら

六
ヶ
月
ご
と
に
、
機
能
改
善
の
評
価
を

行
い
、
効
果
が
確
認
さ
れ
な
い
場
合
は

プ
ラ
ン
の
変
更
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方

法
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

蘭
］
下
水
道
使
用
料
の
一
般
と
温
泉
水

と
の
格
差
に
つ
い
て
検
討
の
予
定
は
あ

る
の
か
。
温
泉
水
の
使
用
料
金
は
、
田
方
広

域
と
し
て
処
理
を
始
め
た
時
よ
り
、
旧

伊
豆
長
岡
町
、
旧
韮
山
町
で
は
、
温
泉

事
業
の
活
性
化
の
観
点
か
ら
、　
一
般
と

格
差
を
つ
け
て
料
金
設
定
し
た
経
緯
が

あ
り
、
現
時
点
で
は
現
状
通
り
と
す
る

と
の
事
で
、
検
討
の
予
定
は
無
い
と
の

説
明
を
受
け
た
。
し
か
し
、
委
員
会
で

は
、
処
理
単
価
よ
り
安
く
な
っ
て
い
る

温
泉
水
の
使
用
料
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
よ
う
に
と
の
意
見
を
付
け
て
い

る
。
閣
］
渋
川
排
水
路
の
整
備
計
画
の
詳
細

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

因
］
公
共
下
水
道
事
業
旭
台
雨
水
幹
線

工
事
と
し
て
、
平
成
十
七
年
度
よ
り
、

延
長
六

一
六

・
八
ｍ
、
総
事
業
費
四
億

四
千
万
円
の
国
庫
補
助
事
業

（補
助
率

五
〇
％
）
と
し
て
、
五
カ
年
計
画
で
実

施
し
て
い
る
。

荻
野
兼
夫
議
員

（六
十
四
歳
、

南
條
）
か
ら
、　
一
身
上
の
都
合
に

よ
り
、
昨
年
十
二
月
二
十
六
日
に

辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、　
一
月
二
十

一
日
付
で
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

荻
野
氏
は
旧
韮
山
町
議
を

一
期

務
め
、
昨
年
四
月
よ
り
市
議
会
議

員
と
な
り
、
文
教
委
員
会
に
所
属

し
て
い
ま
し
た
。

議
会
議
員
に
欠
員
が
で
き
た
ら
？

固

繰
上
げ
当
選
は
あ
る
の
か
。

四
】
選
挙
日
か
ら
三
ヶ
月
以
内
に
欠

員
が
生
じ
た
場
合
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

闇
］
補
欠
選
挙
は
あ
る
の
か
。

四
一
定
数
の
六
分
の

一
を
超
え
る

（五
人
以
上
）
欠
員
が
生
じ
た
場
合
に

行
な
わ
れ
ま
す
。

問
］
他
の
選
挙
に
便
乗
し
て
補
欠
選

挙
は
あ
る
の
か
。

四
］
国
、
県
の
選
挙
で
は
行
な
わ
れ
ま

せ
ん
が
、
議
員
任
期
中
に
市
長
選
挙
が

あ
る
時
に
は
、
同
時
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

編
集
後
記

平
成
十
七
年
度
予
算
は
、
三

町
合
併
後
の
持
ち
寄
り
予
算
で
、

今
年
十
八
年
度
が
自
前
で
決
め

た
初
め
て
の
予
算
と
な
り
、
三

月
二
十
二
日
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

正
に
本
当
の
意
味
で
の

「伊

豆
の
国
市
」
が
ス
タ
ー
ト
出
来

た
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
国
の
財
政
が
厳
し

く
、
地
方
交
付
税
や
補
助
金
が

減
額
さ
れ
、
市
の
財
政
運
営
は

今
後
大
変
と
の
感
じ
は
、
議
員

各
位
が
痛
切
に
感
じ
た
二
月
議

会
で
し
た
。

今
後
、
伊
豆
の
国
市
も
行
財

政
改
革
が
最
重
要
課
題
と
な
り

ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
お

知
恵
を
是
非
お
借
り
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
議
会
だ
よ
り
一

●
特
別
委
員
会

●

委

員

長

副
委
員
長

委

　

口貝

古
屋
　
鋭
治

菊
池
　
俊
彦

伊
藤
　
泰
伊

大
沢
　
秀
光

後
藤
　
』県
一

田
中
　
正
男

三
好
　
陽
子

柳
沢
　
秀
次

〃 〃 〃 〃

さくら公園


